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障害のある求職者が
必要としている合理的配慮について

－障害のある求職者の実態調査結果より－
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はじめに
障害者の実態、希望に応じて安心して安定的
に働き続けられる環境を整備していくことが
課題となっており、障害のある求職者が職場
でどのような合理的配慮を希望しているかを
明らかにすることが障害者雇用の課題改善の
ために必要となっている。

本発表は、2018年に実施した「障害のある求
職者の実態調査」（以下「実態調査」とい
う。）で得られたデータを分析し、障害のあ
る求職者が必要としている合理的配慮を障害
種類別に比較検討した結果を報告する。 2
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実態調査は、ハローワークに求職申込みを行った障
害のある求職者について、ハローワーク担当者が職
業相談等において把握した事例情報（個人情報を除
く。）を２回に分けて所定の調査票ファイルに入力
してもらい、それを回収することにより実施した。

方 法

47都道府県のハローワーク417所から4,962人分の調査デー
タを収集した。

実態調査の調査項目のうち、就職にあたって「職場
で必要としている配慮」の回答項目の選択率につい
て、障害種類別に差があるかどうかを明らかにする
ため、χ２検定および残差分析を実施した。

（注）重複障害による影響を排除するため、単一障害のみのケースを対象に
不明と回答したケースを除外してデータ分析を行った。
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障害別分析結果（1）
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障害別分析結果（2）
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障害別分析結果（3）
知的障害では、「能力が発揮できる仕事への配置」「職場で
のコミュニケーションを容易にする手段や支援者の配置」
「業務内容の簡略化などの配慮」などが多い。

精神障害では、「調子の悪いときに休みをとりやすくする」
「通院時間の確保、服薬管理など雇用管理上の配慮」「短時
間勤務など労働時間の配慮」が多い。

発達障害では、「能力が発揮できる仕事への配置」「職場で
のコミュニケーションを容易にする手段や支援者の配置」
「業務遂行の支援や本人、周囲に助言する者等の配置」など
が多い。

その他の障害では、（難病が多数を占めており）「通院時間
の確保、服薬管理など雇用管理上の配慮」が多い。

身体障害では、「必要なし」「作業を容易にする設備・機器
の整備」などが多くなっているが、身体障害種類別にデータ
を分析することが適切である。 6
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身体障害種類別分析結果（1）
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身体障害種類別分析結果（2）
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身体障害種類別分析結果（3）
視覚障害では、「能力が発揮できる仕事への配置」
「移動のための配慮」などが多い。

聴覚言語障害では、「職場でのコミュニケーション
を容易にする手段や支援者の配置」「業務遂行の支
援や本人、周囲に助言する者等の配置」が多い。

肢体不自由では、「能力が発揮できる仕事への配
置」「作業を容易にする設備・機器の整備」などが
多い。

内部障害では、「通院時間の確保、服薬管理など雇
用管理上の配置」「調子の悪いときに休みをとりや
すくする」「短時間勤務など労働時間の配慮」が多
い。 9
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必要としている代表的な配慮
代表的な配慮とは、選択率が20％以上でかつ障害別に見て5%水準で有意
に多いと判定した項目とした。

障害名 必要としている代表的な配慮（選択率）

視覚障害
能力が発揮できる仕事への配置（43.2%)

移動のための配慮（21.6%）

聴覚言語
障害

職場でのコミュニケーションを容易にする
手段や支援者の配置（50.0%）

能力が発揮できる仕事への配置（37.1%）

内部障害

通院時間の確保、服薬管理など雇用管理上
の配慮（48.4%）

調子の悪いときに休みをとりやすくする
（44.5%）

短時間勤務など労働時間の配慮(23.5%)

障害名 必要としている代表的な配慮（選択率）

精神
障害

調子の悪いときに休みをとりやすくする
（54.0%）

通院時間の確保、服薬管理など雇用管理上の
配慮（37.1%）

短時間勤務など労働時間の配慮（28.8%）

発達
障害

能力が発揮できる仕事への配置（47.0%）

職場でのコミュニケーションを容易にする手
段や支援者の配置（39.8%）

業務遂行の支援や本人、周囲に助言する者等
の配置（24.9%）

業務内容の簡略化などの配慮（22.2%）

上司や専門職員などによる定期的な相談
（20.7%）

その他
の障害

通院時間の確保、服薬管理など雇用管理上の
配慮（48.9%）
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知的障害

能力が発揮できる仕事への配置（49.5%)

職場でのコミュニケーションを容易にする
手段や支援者の配置（37.3%）

業務内容の簡略化などの配慮（33.8%）

業務遂行の支援や本人、周囲に助言する者
等の配置（28.4%）

肢体不自由
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